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【
足
立
・
土
木
事
務
・
井
出

陽
子
記
】
平
和
運
動
や
子
育
て

世
代
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、

活
動
が
盛
ん
で
支
部
の
仲
間
に

も
愛
さ
れ
、
足

立
支
部
が
組
合

運
動
を
す
る
上

で
な
く
て
は
な

ら
な
い
存
在
、

そ
れ
が
「
あ
だ
ち
女
性
の
会
」

で
す
。

1
9
7
0
年
5
月
に
足
立
支

部
主
婦
の
会
が
結
成
さ
れ
て
以

降
、
仕
事
と
暮
ら
し
を
守
る
東

京
土
建
の
「
家
族
ぐ
る
み
の
運

動
」
に
組
織
的
参
加
を
進
め
、

組
合
と
共
に
成
長
し
て
き
ま
し

た
。
結
成
40
周
年
を
迎
え
た
2

0
0
9
年
よ
り
、
全
て
の
女
性

が
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
呼
称

を
「
女
性
の
会
」
に
変
更
。
組

合
運
動
で
は
縁
の
下
の
力
持
ち

と
し
て
拡
大
運
動
や
集
会
を
支

え
、
住
宅
デ
ー
で
は
食
事
の
提

供
な
ど
大
活
躍
し
て
い
ま
す
。

独
自
企
画
と
し
て
バ
ス
旅
行

や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
観
劇
な
ど
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
平
和
に

つ
い
て
考
え
る
企
画
を
開
催
し

て
お
り
、
参
加
者
か
ら
は
毎
度

好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。
ま
た

他
専
門
部
や
他

団
体
と
の
繋
が

り
も
深
く
、
後

継
者
対
策
部
の

ク
リ
ス
マ
ス
イ

ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
住

ま
い
の
相
談
室
、
母
親
連
絡
会

や
原
水
協
や
ピ
ー
ス
フ
ラ
ワ
ー

合
唱
団
、
よ
い
映
画
を
見
る
集

い
な
ど
の
企
画
に
参
加
協
力
し

て
い
ま
す
。
2
0
1
9
年
、
支

部
会
館
「
あ
だ
ち
女
性
の
会
結

成
50
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会
」

を
開
催
。
来
賓
に
近
藤
や
よ
い

足
立
区
長
を
は
じ
め
、
歴
代
の

会
長
、
本
部
主
婦
の
会
会
長
、

支
部
委
員
長
ら
を
招
き
、
総
勢

1
1
9
人
の
参
加
で
非
常
に
盛

大
な
式
典
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
6
月
に
「
浅
草
ビ

ュ
ー
ホ
テ
ル
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
を
1
0
0
人

規
模
で
開
催
す
る
予
定
。
今
後

も
支
部
と
共
に
前
進
・
成
長
し
、

よ
り
良
い
運
営
を
め
ざ
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
本
部
・
宮
内
竜
平
記
】
「
な

ぜ
、
戦
時
下
で
は
、
殺
人
が
許
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
市

民
が
望
む
も
の
は
な
ん
で
し
ょ
う

か
」
、
「
日
本
で
は
、
憲
法
9
条

の
平
和
原
則
が
建
設
業
を
発
展
さ

せ
ま
し
た
。先
人
た
ち
の
思
い
は
、

青
年
部
の
運
動
に
も
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
」
。

5
月
1
日
、
栄
青
年
部
長
を
筆

頭
に
、
井
の
頭
公
園
西
園
競
技
場

で
行
な
わ
れ
た
第
93
回
三
多
摩
メ

ー
デ
ー
会
場
の
舞
台
に
結
集
し
た

青
年
部
の
仲
間
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
侵
略
に
世
界
中
の
市
民
と
連
帯

し
て
、
抗
議
し
ま
し
た
。

建
設
産
業
は
、
原
油
価
格
や
材

料
費
の
高
騰
の
影
響
が
あ
り
、
支

援
策
が
必
要
、
ま
た
若
年
労
働
者

が
定
着
し
な
い
現
状
を
訴
え
、
完

全
週
休
2
日
制
度
導
入
と
長
時
間

労
働
の
改
善
の
た
め
に
賃
金
引
上

げ
が
大
き
な
カ
ギ
に
な
る
と
、「
週

休
2
日
制
に
し
ろ
」
「
賃
金
給
与

を
あ
げ
ろ
」
と
元
気
よ
く
シ
ュ
プ

レ
ヒ
コ
ー
ル
。
最
後
に
「
ピ
ー
ス

・
フ
ォ
ー
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
と
力

を
込
め
ま
し
た
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
作
成
で

反
戦
募
金
を
訴
え

こ
の
三
多
摩
メ
ー
デ
ー
会
場
で

の
東
京
土
建「
青
年
の
ア
ピ
ー
ル
」

が
実
現
し
た
き
っ
か
け
は
、
檜
山

組
織
部
長
か
ら
「
せ
っ
か
く
が
ん

ば
っ
て
い
る
青
年
部
の
活
動
を
内

外
に
ア
ピ
ー
ル
し
な
い
の
は
も
っ

た
い
な
い
」
と
、
声
を
掛
け
て
も

ら
っ
た
こ
と
で
し
た
。

今
年
は
、
日
曜
日
と
な
っ
た
こ

と
も
相
ま
っ
て
、
少
な
く
な
い
支

部
か
ら
青
年
部
の
仲
間
が
参
加
し

ま
し
た
。

本
部
青
年
部
で
は
、
「
青
年
部

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
を
作
成

し
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
子
ど
も
・

家
族
」
へ
の
支
援
に
限
定
し
た
日

本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
へ
の
募
金
を
訴

え
て
配
布
し
ま
し
た
。
総
額
5
万

9
0
0
0
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
仲
間
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

3
年
ぶ
り
に
リ
ア
ル
開
催
と
な

っ
た
、
中
央
・
三
多
摩
メ
ー
デ
ー

で
す
が
、
毎
年
恒
例
の
デ
コ
レ
ー

シ
ョ
ン
カ
ー
作
成
は
、3
月
当
初
、

コ
ロ
ナ
禍
で
、
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
ま
し
た
。

「
要
求
運
動
は
止
め
な
い
」と
、

青
年
部
は
メ
ー
デ
ー
を
取
り
組
む

中
で
、
新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
中
で
す
。
「
メ
ー
デ
ー
ア

ピ
ー
ル
コ
ン
テ
ス
ト
」
は
、
元
気

よ
く
活
躍
し
て
い
る
姿
を
全
国

へ
、
そ
し
て
、
支
部
の
仲
間
に
向

け
て
も
ア
ピ
ー
ル
し
若
年
労
働
者

の
要
求
実
現
へ
向
け
、
各
支
部
が

①
春
の
拡
大
月
間
に
合
わ
せ
て
、

仲
間
の
要
求
を
集
約
②
部
会
で
動

画
を
作
成
③
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
、
平
和
学
習
や
交
流
会
な
ど

の
開
催
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。
①

〜
③
に
つ
い
て
6
月
の
拡
大
執
行

委
員
会
に
て
仲
間
に
よ
る
投
票
で

コ
ン
ク
ー
ル
を
行
な
う
と
い
う
も

の
で
す
。

春
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
部
会

で
議
論
（
27
支
部
）
、
メ
ー
デ
ー

の
参
加
及
び
視
聴
（
25
支
部
）
、

メ
ー
デ
ー
の
歴
史
や
ミ
ニ
学
習

（
13
支
部
）
な
ど
運
動
が
す
す
ん

で
い
ま
す
。

春
の
拡
大
月
間
で
は
、
メ
ー
デ

ー
に
結
集
し
た
仲
間
が
奮
闘
し
、

新
た
な
活
動
家
と
し
て
活
躍
し
ま

し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
動
画
を
再
編

集
し
て
、
全
世
界
に
発
信
す
る
こ

と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

【
渋
谷
・
書
記
・
池
田
昂
平
記
】

5
月
22
日
に
国
立
劇
場
に
て
前

進
座
の
『
杜
若
艶
色
紫
』
（
か
き

つ
ば
た
い
ろ
も
え
ど
ぞ
め
）
の
公

演
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

渋
谷
支
部
で
は
4
月
の
執
行
委

員
会
に
、
今
回
の
演
目
で
利
助
役

を
演
じ
ら
れ
る
松
浦
海
之
介
さ
ん

を
お
招
き
し
、
本
公
演
の
見
ど
こ

ろ
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

鶴
屋
南
北
作『
杜
若
艶
色
紫
』は

歌
舞
伎
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
�
悪
婆

も
の
�
と
さ
れ
、
41
年
ぶ
り
の
再

演
と
な
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
庶

民
の
生
活
を
描
き
、
人
間
が
ど
う

生
き
る
か
、
あ
ら
れ
も
な
い
姿
を

描
き
出
し
た
南
北
の
世
界
観
は
前

進
座
の
雰
囲
気
に
あ
っ
た
歌
舞
伎

ジ
ャ
ン
ル
で
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

見
せ
物
小
屋
の
お
六
が
、
破
戒

坊
主
の
願
哲
と
画
策
し
遊
女
の
八

ツ
橋
か
ら
金
を
奪
お
う
と
す
る
…

と
い
う
物
語
は
、
登
場
人
物
の
お

六
と
八
ツ
橋
の
二
役
早
替
わ
り

や
、
願
哲
と
の
コ
ミ
カ
ル
な
や
り

取
り
に
笑
い
も
お
き
て
い
ま
し

た
。
最
後
の
殺
陣
の
シ
ー
ン
も
見

応
え
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
。
松
浦
海
之
介
さ
ん
の
訴
え

の
お
か
げ
も
あ
り
、
渋
谷
支
部
は

全
日
程
を
通
し
て
8
人
と
、
観
劇

目
標
も
達
成
で
き
ま
し
た
。
秋
の

公
演
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

若者の現状アピール

今
年
の
メ
ー
デ
ー
で
は
中
央
（
目
黒
・
写
真
上
）
で
も
三
多
摩
で
も
青
年
部
は
存
在
感
を
見
せ
た

平和が建設業を発展させる

左から石橋元事務局長
・足立区長・井出会長
（50周年式典にて）

足
立
支
部
あ
だ
ち
女
性
の
会

要
求
運
動
は
止
め
ず

作
成
動
画
を
世
界
へ
発
信

青
年
部

組
合
と
共
に
成
長
続
け
る

縁
の
下
の
力
持
ち

観劇に訪れた渋谷支部の仲間

殺陣は見応え十分
前進座５月公演を観劇

今年3月に行なった総会のようす（縮小開催）

渋
谷

小
平
東
村
山
支
部
（
写
真
上
）
と
府
中
国
立
支
部
の
青
年
部
が
作
っ
た
ア
ピ
ー
ル
動
画
か
ら

求

人

求

職

2


